ビジョン作成支援コース　応募様式別紙２
記載例


	氏名又は団体名
	

	代表者 職/氏名
	

	所 在 地
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	HP、SNSアカウント等のURL
	

	応募動機
	（自主的な活動だけではビジョンづくりが進まない理由があれば、こちらに記載してください）
○○町△△地域には、美しい景観や獅子舞等の文化があるものの、若い世代が減っている。地域活動は年配の世代が中心で行っているが、毎年同じような活動をするのが限界であり、外から新しい人を呼び込むに至っていない。
今回は、これからの△△地域を担う30代のメンバーが集まって、今までにないチャレンジングなビジョンと取組みを検討し、地域に新たな刺激を与えることで、自分の子供たちが還ってきたくなる地域を創りたいと考えて応募した。


	地域の
現状と課題
	（１）活動の対象エリア
○○町△△地域

（２）地域の現状・特徴および課題
地域の人口は10年前と比べて約半分になっている。その内訳は70代以上が6割となっており、獅子舞の休止など地域活動の存続が危ぶまれている。
しかし、この地域には未来に残すべき文化として、○○神社の××祭りや伝統工芸の△△がある。

（３）活用したい地域資源
これらの文化は、地域の暮らしと密着して生まれたものであり、この文化と共存する暮らし自体が地域資源と考えている。
これを活用して、地域で暮らすように過ごす体験をコンテンツとして関係人口を創出したい。


	現時点で目指したいと考えている地域の未来像
	（10年後の「ありたい姿」イメージをご記入願います）
子育てをする世代がたくさん住んでおり、子ども同士の交流や年配世代も含めた多世代での交流が日常的に行われている地域を目指したい。
昔からの定住者だけでなく、国内外からの移住者・関係人口が関わる地域として、短期的な留学や夏休みには国際的な教育プログラム（キャンプなど）が行われている地域として、認知度が高まっている。認知が高まり、関係人口が増加する入口として、美しい田園風景や昔から受け継がれてきた獅子舞などの文化を楽しむ体験が整っている。

	事業内容
	（１）R8.2月までの活動スケジュールイメージ 
※このとおりにならなくても問題ありません




（２）ビジョンづくりをするうえで、一緒に協議したい人物・団体




（３）ビジョンづくりの過程で、UIJターン者や関係人口等の地域外に居住した経験を持つ者の視点を取り入れる工夫（該当する場合のみ）




	作成したビジョンの活用方法（予定）
	



	申請者の
実施体制
	（１）申請者の人数、メンバー、年代、、性別、想定する役割分担




（２）すでに協力の了承を得ている協力者・協力団体の名称、申請者との役割分担







